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自己紹介  
 草野完也（Kanya Kusano) 
 経歴  

 北大物理、広大物性・物理科学・先端物質科学 
 海洋研究開発機構/JAMSTEC 

 地球シミュレータセンター、地球内部ダイナミクス領域 
 名古屋大学 太陽地球環境研究所 教授（2009.7-) 

 専門 
 太陽・宇宙・核融合プラズマ物理学 (plasma physics) 

 非線形電磁流体力学、ダイナモ理論 (MHD, dynamo)  
 シミュレーション科学 (simulation sciences) 

 宇宙天気・宇宙気候 (space weather, space climate) 

 雲物理 (cloud physics) 

 所属学会 
 日本天文学会、日本物理学会、地球電磁気・地球惑星圏学会、プラズマ・核融合学会、

JpGU, AGU, AAS, APS, IAU 
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名古屋大学の太陽研究 
 名古屋大学大学院理学研究科 
 素粒子宇宙物理学専攻 

 宇宙地球物理系 
 太陽宇宙環境物理学研究室（SST研） 

 草野完也(kusano@nagoya-u.ac.jp) 
 増田智（masuda@stelab.nagoya-u.ac.jp） 
 今田晋亮（shinimada@stelab.nagoya-u.ac.jp） 

 

 素粒子宇宙物理系 
 理論宇宙物理学研究室 (TA研) 

 鈴木建（stakeru@nagoya-u.jp） 

 
 
 



関連研究室の位置づけ 
名古屋大学 

大学院 
理学研究科 
素粒子宇宙
物理学専攻 

 
素粒子宇宙物
理系  TA研 

 

宇宙地球 
物理系 



名古屋大学太陽地球環境研究所 
 Solar-Terrestrial Environment Laboratory 

2013/8/15 

我々の環境としての太陽地球システム 
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http://www.stelab.nagoya  
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http://www.stelab.nagoya-u.ac.jp/ 

大気圏環境部門 
 
 
 

電磁気圏環境部門 
 
 
 

太陽圏環境部門 
 
 
 

総合解析部門 
 
 
 

ジオスペース 
研究センター 
 富士観測所 陸別観測所 スーパーコンピュータ 



電離層観測 
 

2011年2月15日に北海道-陸別短波レーダーが観測した電離層
からのエコー分布。赤い四角内でエコーが一時的に消失してい
る結果は、フレア爆発によるデリンジャー現象に対応する。 

2011年2月15日 午前10時44分(日本時間)に
ひのでが観測した巨大フレア。 

陸別短波レーダーアンテナ 



 

太陽風シンチレーション観測 
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ＳＳＴ研究室の研究テーマ 
太陽地球結合システム 

太陽内部→彩層→コロナ→太陽風→磁気圏→電離圏→大気→地表 

核融合 

対流 

ダイナモ 

黒点 
フレア 

コロナ質量放出(CME) 

高エネルギー粒子の加速と伝搬 

太陽風 

コロナ加熱 

銀河宇宙線 

衝撃波 

磁気リコネクション 

サブストーム 
磁気嵐 

沿磁力線電流結合系 

放射線帯 
環電流 

オーロラ 

電離層擾乱 

磁気圏境界乱流 

彩層 

コロナホール 

プロミネンス 

極域磁場 

子午面 
循環 

差分回転 

太陽輻射変動 

気候変動 

比較惑星科学 プラズマ宇宙物理学 



太陽・地球・惑星から成る広大なシステムで起こる多様な現象を    
人工衛星・地上観測データの総合解析 

 スーパーコンピュータを駆使したコンピュータシミュレーション 
の融合によって、総合的に探ることができる世界的にも例の無い
総合的研究室。 
 

• 最先端科学研究としての太陽宇宙環境物理学 
• 人間の生存環境を守るための太陽宇宙環境物理学 

（宇宙天気・宇宙気候予測研究） 

太陽宇宙環境物理学(SST)研究室 



スタッフ： 7人    
    草野 完也     教授                             
    関 華奈子    准教授  
    増田  智     准教授 
    家田 章正    助教   
  荻野 瀧樹    教授※   
  三好 由純    准教授※  
    梅田 隆行    助教※  ※工学研究科 
 
  公募中 教授、助教 
 

PD： 3人 
 
博士課程後期： 3人 
 
博士課程前期： 6人   

教授 草野完也、町田忍 
准教授 関華奈子、増田智、三好由純 
助教 家田章正、今田晋亮、梅田隆行 

特任准教授 斎藤慎司 
特任助教 塩田大幸、宮下幸長 
研究員 1名 

博士課程 3名 秘書2名 
修士課程 12名 技術職員1名 
学部4年生 4名 計算機補助1名 



SST研究室の特徴 
 学際分野をカバーする豊富な教授陣 

 太陽物理学、地球電磁気学、プラズマ物理学、惑星
科学、宇宙物理学、シミュレーション科学の広い分野
から自由にテーマを選べる。 

 最先端の研究に直結 
 最新の衛星観測データ、世界最高速のスーパーコン

ピュータを使った研究の実践 

 国際的な活躍 
 修士学生から国際会議参加、国際共同研究を実施 

 多様な進路 
 様々な研究機関、企業への進路が可能 
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太陽宇宙環境物理学研究室(SST研) 
 太陽黒点周期活動とその変動のメカニズム 
 太陽フレアの発生機構の解明とその予測 
 太陽フレアにおける高エネルギー粒子加速 
 コロナ質量放出の形成と伝搬 
 爆発的なオーロラ発生の機構 
 放射線帯の変動機構 
 地球、火星の大気散逸機構 
 地磁気の反転機構 
 太陽活動と雲の関係 

宇宙天気・宇宙気候の理解と予測 
 

 
2013/8/15 



世界各国との共同研究に参加し、修士課程の段階から国内外の学会等に
参加・成果発表をしています。スポーツも盛ん。フットサル優勝！ 

学生生活の様子 



2013/8/15 

新研究棟（2013年2月完成） 



分野横断研究と広範なネットワーク 
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国立天文台 

JAXA 宇宙航空 
研究開発機構 NiCT情報通信 

研究機構 

京都大学 
附属天文台 JAMSTEC 海洋 

研究開発機構 

核融合科学 
研究所 

国内研究 
機関 

海外研究 
機関 

名古屋大学太陽地球環境研究所 



修士課程卒業生： 
• 宇宙航空研究開発機構（JAXA） 
• 文溪堂 
• 新潟大学医学部 
• IT企業各社 
 

 
博士課程卒業生： 
• オーストリア科学アカデミー宇宙科学研究所研究員, 
• 韓国チュンナム大学ポスドク研究員 
• カリフォルニア大学バークレー校宇宙科学研究所研究員 
• 宇宙航空研究開発機構（JAXA）プロジェクト研究員 
• フランス国立科学研究センター(CNRS) LATMOSポスドク研究員 
• 和歌山大学特任助教 
• 日立製作所 

 

卒業後の進路 



名古屋大学理学研究科の入試 
 自己推薦入試 

 口述審査のみ 
 説明会 6月中旬、出願〆切 7月初、試験 7月中 

 一般入試 
 筆記試験＋面接 
 出願〆切 8月初、試験 8月下旬 

 2次募集 
 実施の有無は一般入試の後、決められる予定。 

 受験の際には事前に研究室へ連絡することが望まし 
い。 
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